
令和４年秋の農作業安全確認運動重点推進テーマ

「しめよう！シートベルト」

○ 転落・転倒時に、安全キャブ・フレーム
の安全域にとどまるためには、
シートベルトの着用が必要です。

トラクター等の交通事故による死亡者数（平成27年から令和元年）

シートベルト着用なしシートベルト着用あり

148人

（非着用者の人身事故の24.5％）

3人

（着用者の人身事故の3.2％）

安全フレームを立てて、シートベルト着用を徹底！！

（出典） 統計データ等を用いて農林水産省が整理

○ 乗用型トラクターの転落・転倒で多くの方が亡くなっています

乗用型トラクター

81人 (30.0%)

歩行型トラクター

26人 (9.6%)

農用運搬車

15人 (5.6%)

自脱型コンバイン

12人 (4.4%)
動力防除機

9人 (3.3%)

動力刈払機

7人 (2.6%)

農用高所作業機

3人 (1.1%)

その他

33人 (12.2%)

ほ場、道路からの転落

13人 (4.8%)

熱中症

32人 (11.9%)

稲ワラ焼却中等の

火傷 11人 (4.1%)

木等の高所からの転落

6人 (2.2%)

その他

14人 (5.2%)

要因別の死亡事故発生状況（令和２年）

２７０人

農業機械作業
に係る事故
186人（68.9％）

農業用施設作業
に係る事故
8人（3.0％）

それ以外の事故
76人（28.1％） 転落・転倒が

最大の要因
（５３名）

（出典） 統計データ等を用いて農林水産省が整理
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